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Abstract 
With cameras and sensors Amazon Go realized a shop without register. Unattended stores such as 
Bingo Boxes are increasing in China. However, it will have little effect if staying at the register 
omission. A new system and services will be needed to show its power. It seems that the content of 




































































































































































zippin 1 より少ないセンサー 在庫管理も 
inokyo 1 あえて退店時にスキャンさせている 
standard    
cognition 
1 天井のみ PALTACと合弁で日本でも 
 


































































名称 店舗数認証･ID アイテム数 決済 その他
Bingo Box 300 顔認証･微信 500-800 Rfid 中山市賓哥
Biu! 5 顔認証･蘇寧金数百 Rfid 蘇寧雲商
云拿知恵商店 10 顔認証 数百 画像 云拿科技
well go  ? アプリ 300 RFid コンテナ型
簡24 2 顔認証 1800 Rfid･画像100平米
盒馬鮮生 69 ｱﾘﾍﾟｲ･ｱﾌﾟﾘ 数千 ｱﾘﾍﾟｲ･微アリババ
7fresh 2 微信 数千 微信支付京東集団
猩便利 10000 アプリ ? Rfid 有人
Take Go  ? 顔認証･ｱﾘﾍﾟｲ? Rfid 娃哈哈集団






























































































 アリババの会長は、「オンラインビジネスは今後 10 年
から 20 年でなくなり、オンラインとオフラインの融合の
ニューリテールが誕生する」と話している。アリババと共


























2017.11 創業のコーヒー店 Luckin は当初から物流企業







luckinは 2018末で 2000店舗を予定しているのである。 
3.3 米国の新業態は 
 中国では以上のようにスマホ決済と個人認証とを独占
できるとそれを核に新流通システムが可能であること、し
かも配達をベースとした個人向けの業態も含まれているこ
と、が明らかとなった。 
 既に 100年近いマーケティングの歴史を持ち、さまざま
のマーケティングを経験してきた米国では中国のようにす
ぐに新業態とはいかない。Amazon goの控えめな出店姿勢
が典型であるが、「無人店舗」の省力化の持つ意味がそれほ
ど大きくないことが最大の問題であろう。 
 様々の店舗内ロボットの登場や AR・VRデバイスが目に
見えるような改善となることが明確になるか、店舗の運営
管理ノウハウやビーコントラッキングで新たな業態が可能
となるか、サービス中心のコト消費(既に都市部では対応し
た実験が始まっている)用の車用レジ対応など、何らかの新
たなトレンドが明らかにならないと新業態への転換は難し
いと思われる。 
 流通業が顧客満足を求めて出店した多くの流通施設が豊
富にあるアメリカでは、amazon goのような流通業はオフ
ィス関連の立地等に限られがちであり、もしかしたら巨大
SC 内に併設されるようになるかもしれない。現状ではそ
のような付随的な業態という位置であろう。 
終わりに 
 IoT にかかわる広範囲な研究を続けて本邦流通業の業態
予測につなげたい思いは変わらないものの、中国と米国の
動向をみると流通を支えるドメスティックな部分の大きさ
に思いがいたる。国際化が同化ではなく異種のものの混合
可能性を広げていくのであればそのような研究の必要性を
感じざるを得ない。さらに考察を深めたい。  
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この他、アリババの 2016までについては、 
李雪「中国におけるオンライン決済市場の拡大と支付宝(ア
リペイ)の普及」流通情報、2017.3が大変役に立った。 
また、「中国小売業入門」激流 2018.11も役に立った。 
